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ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
、
英
名
でT

hrips

（
ス

リ
ッ
プ
ス
）
と
言
い
ま
す
が
、
む
し
ろ
こ

の
呼
び
名
の
方
が
聞
き
慣
れ
て
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
野
菜
で
よ
く
問
題
に
な
る

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
は
、
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ

ミ
ウ
マ
、
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、

ヒ
ラ
ズ
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ネ
ギ
ア
ザ
ミ

ウ
マ
な
ど
が
い
ま
す
。
前
者
２
種
は
い
ず

れ
も
外
国
か
ら
の
侵
入
害
虫
で
す
が
、
侵

入
当
初
よ
り
薬
剤
が
効
き
に
く
く
、
果
菜

類
・
花
卉
類
な
ど
の
重
要
か
つ
難
防
除
害

虫
で
す
。

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
東
南
ア

ジ
ア
な
ど
を
中
心
に
生
息
し
て
い
た
害
虫

で
す
が
、
わ
が
国
で
は
１
９
７
８
年
に
宮

崎
県
の
ハ
ウ
ス
栽
培
の
ピ
ー
マ
ン
で
最
初

に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

野
菜
類
で
被
害
の
最
も
出
や
す
い
も
の

は
、
キ
ュ
ウ
リ
、
メ
ロ
ン
、
ナ
ス
、
ピ
ー

マ
ン
な
ど
の
果
菜
類
で
す
。
特
に
ナ
ス
や

ピ
ー
マ
ン
で
は
、
食
害
に
よ
り
果
実
に
傷

が
発
生
し
や
す
く
、
果
実
の
品
質
が
著
し

く
低
下
し
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
で
は
芽
や
葉
に
寄
生
し
、
シ
ル
バ

リ
ン
グ
（
葉
裏
を
テ
カ
テ
カ
に
す
る
）
や

ケ
ロ
イ
ド
症
状
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

一
方
、
同
じ
ナ
ス
科
の
作
物
で
あ
り
な

が
ら
、
ト
マ
ト
に
は
ト
マ
チ
ン
と
い
う
物

質
が
あ
る
こ
と
か
ら
寄
生
増
殖
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

■
発
生
生
態

本
種
の
雌
成
虫
の
体
長
は
、
１
・
２
〜

１
・
４
a
で
す
。
体
色
は
淡
黄
な
い
し
橙

黄
色
で
、
翅
を
た
た
ん
で
い
る
時
に
は
、

そ
の
合
わ
せ
目
が
黒
く
筋
に
な
っ
て
見
え

ま
す
。
本
種
は
南
方
系
の
昆
虫
で
、
野
外

で
の
越
冬
は
九
州
以
北
で
は
困
難
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
非
休
眠
性
の
た
め
、
加

温
設
備
の
あ
る
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
冬
場
で

社
団
法
人
日
本
植
物
防
疫
協
会
　
研
究
所
宮
崎
試
験
場
　
殺
虫
剤
担
当

飯
干
　
浩
美
完�

病害虫防除のための�

やさしいガイド�

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

↓ミナミキイロアザミウマによる被害葉（ナス）。

←
ミカンキイロアザミウマに
よる被害葉（ナス）。

→
TSWV（黄化えそ症）
発病株（トマト）。

は
ね

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

（4）
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も
増
殖
し
ま
す
。

成
虫
は
主
に
芽
に
寄
生
し
、
ヤ
ス
リ
状

の
口
で
食
害
し
な
が
ら
多
数
の
卵
を
芽
に

産
み
付
け
ま
す
。
幼
虫
は
主
に
葉
裏
や
葉

表
の
葉
脈
に
沿
っ
て
加
害
を
続
け
な
が
ら

生
育
し
、
２
齢
幼
虫
後
半
に
な
る
と
地
面

に
移
り
、
蛹よ
う

化か

し
ま
す
。
卵
か
ら
羽
化
ま

で
に
要
す
る
日
数
は
25
℃
で
約
14
日
で
す
。

■
効
果
的
な
薬
剤
防
除

発
売
当
初
は
卓
効
を
示
し
た
ス
ル
プ
ロ

ホ
ス
乳
剤
（
ボ
ル
ス
タ
ー
ル
）
も
、
薬
剤

感
受
性
の
低
下
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
登
録
と
な
っ
た
本
種
に
対
し

て
有
効
な
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
薬
剤
で

あ
っ
て
も
、
多
発
生
と
な
っ
て
か
ら
で
は

密
度
を
下
げ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
た
め
、

早
め
の
防
除
を
心
が
け
ま
す
。

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
繁
殖
力

も
旺
盛
で
、
薬
剤
に
も
強
い
性
質
を
有
す

る
た
め
、
薬
剤
防
除
だ
け
で
は
な
く
、
耕

種
的
防
除
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
施
設
栽
培
で
は
被
覆
資
材
と
し
て

近
紫
外
線
除
去
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
し
た
り

（
た
だ
し
、
果
実
の
着
色
に
紫
外
線
の
必

要
な
ナ
ス
や
、
ミ
ツ
バ
チ
の
活
動
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
交
配
に
ミ
ツ
バ
チ

を
利
用
す
る
作
物
な
ど
に
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
）、

開
口
部
に
ネ
ッ
ト
を
張
る
こ
と

は
有
効
で
す
が
、
目
合
が
１
a
以
下
で
な

メ
　
ロ
　
ン

ナ
　
　
　
ス

キ
ュ
ウ
リ

ト
　
マ
　
ト

ナ
　
　
　
ス

ピ
ー
マ
ン

イ
　
チ
　
ゴ

キ
ュ
ウ
リ

ス
　
イ
　
カ

メ
　
ロ
　
ン

ト
　
マ
　
ト

ナ
　
　
　
ス

ピ
ー
マ
ン

薬
剤
の
系
統

キ
ュ
ウ
リ

ミナミキイロアザミウマ ミカンキイロアザミウマ アザミウマ類

ス
　
イ
　
カ

第１表　野菜のアザミウマ類に登録のある主な殺虫剤と対象作物

アセフェート水和剤
アセフェート粒剤
エチルチオメトン粒剤
ジメトエート粒剤
スルプロホス乳剤
ホサロン乳剤
ホサロン・DDVP乳剤
ホスチアゼート粒剤
マラソン乳剤
マラソン・BPMCくん煙剤※

マラソン・BPMC乳剤※

マラソン・BPMC粉剤※

CYAP乳剤
DDVPくん煙剤
DMTP水和剤
EPN乳剤
MEP乳剤
PAP乳剤
オキサミル粒剤
カルボスルファン粒剤
フラチオカルブ粒剤
ベンフラカルブ粒剤
BPMC乳剤

クロルフルアズロン乳剤
ジフルベンズロン水和剤
ピリプロキシフェン乳剤
フルフェノクスロン乳剤
ルフェヌロン乳剤
アセタミプリド液剤
アセタミプリド水溶剤
アセタミプリド粒剤
アセタミプリドくん煙剤
イミダクロプリド水和剤
イミダクロプリド粒剤
ニテンピラム水溶剤
ニテンピラム粒剤
エマメクチン安息香酸塩乳剤
クロルフェナピル水和剤
除虫菊乳剤
スピノサド水和剤

アクリナトリン水和剤
シペルメトリン水和剤
シペルメトリン乳剤

ベンゾエピン乳剤

オルトラン
オルトラン
エカチンTD、ダイシストン
ジメトエート
ボルスタール
ルビトックス
ランベック
ネマトリン
マラソン
マラバッサ
マラバッサ
マラバッサFD
サイアノックス
ジェットVP
スプラサイド
EPN
スミチオン
エルサン、パプチオン
バイデートL
アドバンテージ、ガゼット
リゲノン
オンコル、ホームガーデン
バッサ

アタブロン
デミリン
ラノー
カスケード
マッチ
モスピランスプレー
モスピラン
モスピラン
モスピランジェット
アドマイヤー
アドマイヤー
ベストガード
ベストガード
アファーム
コテツ
除虫菊
スピノエース

アーデント
アグロスリン
アグロスリン

マリックス

○
○ ○
○
○ ○

○ ○ ○
○

○ ○
○ ○

○
○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○

○
○ ○ ○ ○

○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
○

○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
○

ククメリスカブリダニ剤
ナミヒメハナカメムシ剤

ククメリス
スリポール、オリスター

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○ ○

○ ○

商　品　名薬　剤　名

有
　
機
　
リ
　
ン
　
剤

カ
ー
バ

メ
ー
ト
剤

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
剤

そ
の
他

生物農薬

昆
虫
成
長
制
御
剤

（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
剤
）

合
成
ピ
レ
ス

ロ
イ
ド
剤

有
機

塩
素
剤

※カーバメート剤　◎ヒラズハナアザミウマに登録あり（農薬適用一覧表　2000年版より抜粋）
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い
と
有
効
で
は
な
く
、
施
設
内
の
温
度
管

理
が
難
し
く
な
る
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま

す
。わ

が
国
で
は
１
９
９
０
年
に
埼
玉
県
、

千
葉
県
の
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど

で
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は

世
界
的
な
大
害
虫
で
す
が
、
そ
の
起
源
は

ア
メ
リ
カ
西
部
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本

種
は
特
に
花
を
好
ん
で
寄
生
す
る
こ
と
か

ら
、
被
害
が
出
や
す
い
作
物
と
し
て
は
、

キ
ク
、
バ
ラ
、
ガ
ー
ベ
ラ
、
シ
ク
ラ
メ
ン

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
花
卉
類
で
す
。
野

菜
類
で
は
、
本
種
は
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ

ミ
ウ
マ
と
異
な
り
、
ト
マ
ト
に
も
寄
生
し

ま
す
。
ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ
な
ど
で
は
、
初

期
の
若
い
果
実
に
産
卵
す
る
た
め
、
産
卵

痕
が
果
実
の
発
育
と
と
も
に
肥
大
し
て
白

ぶ
く
れ
の
症
状
を
生
じ
、
商
品
価
値
を
落

と
す
被
害
を
与
え
ま
す
。

本
種
は
花
が
好
き
な
ア
ザ
ミ
ウ
マ
で
す

が
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど
で

は
開
花
期
前
は
葉
に
も
寄
生
し
、
加
害
部

は
白
斑
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
本
種
は
ト

マ
ト
黄
化
え
そ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｔ
Ｓ
Ｗ
Ｖ
）

の
重
要
な
媒
介
虫
で
す
。

■
発
生
生
態

雌
成
虫
の
体
長
は
前
述
の
ミ
ナ
ミ
キ
イ

ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
に
比
べ
て
ひ
と
回
り
大
き

く
、
１
・
３
〜
１
・
７
a
で
す
。
ま
た
、

比
較
的
低
温
に
対
し
て
強
く
、
ミ
ナ
ミ
キ

イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
越
冬
で
き
な
い
地
域

で
も
、
野
外
で
キ
ク
の
親
株
、
越
年
性
雑

草
な
ど
で
越
冬
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

雌
成
虫
の
体
色
は
夏
に
は
黄
色
を
し
て

い
ま
す
が
、
冬
に
は
茶
褐
色
と
な
り
ま
す
。

25
℃
に
お
け
る
卵
か
ら
羽
化
ま
で
の
期
間

は
餌
植
物
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、

お
よ
そ
12
〜
14
日
で
す
。

■
効
果
的
な
薬
剤
防
除

本
種
に
有
効
な
薬
剤
第
１
表
（
前
頁
）

は
、
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
と
は
若

干
異
な
り
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
な
ど
と

の
同
時
防
除
剤
で
あ
る
ア
セ
フ
ェ
ー
ト
剤

（
オ
ル
ト
ラ
ン
）
や
Ｄ
Ｄ
Ｖ
Ｐ
剤
な
ど
の

有
機
リ
ン
系
剤
は
効
果
が
高
く
、
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
系
薬
剤
は
ア
セ
タ
ミ
プ
リ
ド

剤
（
モ
ス
ピ
ラ
ン
）
を
除
き
、
全
般
的
に

効
果
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
本
種
は

侵
入
前
よ
り
合
成
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
剤
抵
抗

性
を
持
つ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ア
ク
リ
ナ
ト
リ
ン
剤
（
ア
ー
デ
ン
ト
）
は

合
ピ
レ
剤
で
あ
り
な
が
ら
効
果
が
高
い
薬

剤
で
す
。

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
と
同
様
に
、

生
物
農
薬
と
し
て
、
ヒ
メ
ハ
ナ
カ
メ
ム
シ

や
ク
ク
メ
リ
ス
カ
ブ
リ
ダ
ニ
が
登
録
と
な

り
、
施
設
で
の
ピ
ー
マ
ン
や
ナ
ス
栽
培
で

積
極
的
に
導
入
さ
れ
、
す
で
に
実
用
段
階

に
入
っ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
ア
ザ
ミ
ウ
マ
が
少
発
生
時
よ
り
放
飼
す

る
の
が
成
功
の
秘
訣
で
す
。

本
種
に
よ
る
主
な
被
害
は
、
吸
汁
に
よ

る
生
育
阻
害
と
排
泄
物
に
発
生
す
る
す
す

病
に
よ
る
葉
や
果
実
の
汚
れ
で
す
。

野
菜
類
で
問
題
に
な
る
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

は
、
オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
シ
ル
バ
ー

リ
ー
フ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
（
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
）
で
す
。
施
設
栽
培
で
は
し
ば
し
ば
両

種
の
混
発
が
見
ら
れ
ま
す
。
両
種
を
見
分

け
る
の
は
肉
眼
で
は
難
し
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
専
門
家
で
な
く
て
も
成
虫
の
羽

の
開
き
方
や
蛹
さ
な
ぎ
（
４
齢
幼
虫
）
の
形
態
の

違
い
で
可
能
で
す
。

オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
１
９
７
４
年

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

↓オンシツコナジラミの成虫
（長岡広行原図）。

↑キク科雑草に寄生するオンシツコナジ
ラミ。

↑シルバーリーフコナジラミの成虫。

←
シルバーリーフ
コナジラミの蛹
と蛹殻。

ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

（5）



46 2001．3．園芸新知識

に
わ
が
国
へ
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
た
広
食

性
の
害
虫
で
す
。
野
菜
で
は
ト
マ
ト
、
ナ

ス
、
メ
ロ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

イ
ン
ゲ
ン
な
ど
で
増
殖
力
が
高
く
、
ポ
イ

ン
セ
チ
ア
や
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の
花
卉
類
を

は
じ
め
、
キ
ク
科
の
雑
草
で
の
発
生
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

■
発
生
生
態

成
虫
は
体
長
１
a
ほ
ど
で
、
全
体
が
白

色
の
ろ
う
物
質
で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
白

く
見
え
ま
す
。
新
展
開
葉
の
葉
裏
に
好
ん

で
産
卵
し
、
孵ふ

化
幼
虫
以
降
は
葉
裏
に
定

着
し
た
ま
ま
で
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
休
眠
性
が
な
い
た
め
、
加
温
さ
れ

た
施
設
内
で
は
冬
季
で
も
繁
殖
し
ま
す
。

関
東
以
西
の
暖
地
で
は
、
露
地
で
も
キ
ク

科
雑
草
な
ど
に
寄
生
し
て
越
冬
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

生
育
適
温
は
20
〜
24
℃
前
後
で
、
30
℃

を
超
え
る
よ
う
な
高
温
条
件
下
で
は
成
虫

の
産
卵
数
も
少
な
く
、
あ
ま
り
繁
殖
し
ま

せ
ん
。
25
℃
恒
温
条
件
下
で
の
一
世
代
は

ほ
ぼ
３
週
間
で
す
。

■
効
果
的
な
薬
剤
防
除

有
効
な
防
除
薬
剤
は
第
２
表
の
と
お
り

で
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
、
ほ
か
の
害
虫

と
の
同
時
防
除
も
可
能
で
す
が
、
発
生
を

見
か
け
た
ら
早
め
の
防
除
を
心
が
け
ま
す
。

ト

マ

ト

ナ
　
　
ス

ス

イ

カ

メ

ロ

ン

カ
ボ
チ
ャ

ト

マ

ト

ナ
　
　
ス

カ
ン
シ
ョ

キ
ュ
ウ
リ

薬
剤
の
系
統

キ
ュ
ウ
リ

オンシツコナジラミ タバココナジラミ
（シルバーリーフコナジラミ）

メ

ロ

ン

第２表　野菜のコナジラミ類に登録のある主な殺虫剤と対象作物

アセフェート粒剤
BRP乳剤
DDVP・キノキサリン系くん煙剤
DMTP水和剤

ベンゾエピン乳剤

オルトラン
ジブロム
モレスタンVPジェット
スプラサイド

マリックス

○ ○ ○
○ ○
○

○

○ ○ ○

アクリナトリン水和剤
エトフェンプロックス乳剤
エトフェンプロックス・DDVPくん煙剤※

シハロトリン水和剤
シハロトリン乳剤
シペルメトリン水和剤
シペルメトリン乳剤
トラロメトリン水和剤
トラロメトリン乳剤
ビフェントリン水和剤
ピリミホスメチル乳剤
フェンバレレート・マラソン水和剤※

フェンプロパトリン乳剤
フェンプロパトリン・MEP乳剤※

フルバリネート水和剤
ペルメトリン乳剤

アーデント
トレボン、トレボンEW
トレボンVPくん煙剤
サイハロン
サイハロン
アグロスリン
アグロスリン
スカウトフロアブル
スカウト
テルスター、テルスターフロアブル
アクテリック
ハクサップ
ロディー
スミロディー
マブリック
アディオン

○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○
○
○ ○ ○ ○

○
○

○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

クロルフルアズロン乳剤
テフルベンズロン乳剤
ピリプロキシフェン剤
ピリプロキシフェン乳剤
フルフェノクスロン乳剤
ブプロフェジン水和剤

アタブロン
ノーモルト
ラノーテープ
ラノー
カスケード
アプロード

○
○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○

○
○ ○ ○ ○ ○

アセタミプリド水溶剤
アセタミプリド粒剤
アセタミプリドくん煙剤
イミダクロプリド水和剤
イミダクロプリド粒剤
ニテンピラム水溶剤
ニテンピラム粒剤

キノキサリン系水和剤
ピメトロジン水和剤
ピメトロジン粒剤
DBEDC乳剤

オンシツツヤコバチ剤

オレイン酸カリウム液剤
オレイン酸ナトリウム液剤
デンプン液剤
マシン油乳剤

ピリダベン水和剤

モスピラン
モスピラン
モスピランジェット
アドマイヤー
アドマイヤー
ベストガード
ベストガード

モレスタン
チェス
チェス
サンヨール
エンストリップ、
トモノツヤコバチEF

ジェットロン
オレート
粘着くん
サンスプレーUFOライトマシン

サンマイトフロアブル

○ ○ ○
○

○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

○ ○

○ ◎ ○ ◎ ○

○ ○
○
○
○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

商　品　名薬　剤　名

有
　
機

リ
ン
剤

ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド
剤

そ
の
他

殺ダニ剤

気
　
門

封
鎖
剤

生物農薬

昆
虫
成
長
制
御
剤

（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
剤
）

合
成
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
剤

有
機

塩
素
剤

※有機リン剤　◎コナジラミ類で登録（農薬適用一覧表　2000年版より抜粋）
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ま
た
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
剤
で
あ
る

ニ
テ
ン
ピ
ラ
ム
粒
剤
（
ベ
ス
ト
ガ
ー
ド
）

な
ど
を
定
植
時
に
植
え
穴
処
理
す
る
こ
と

に
よ
り
、
天
敵
類
に
対
す
る
影
響
も
少
な

く
、
１
カ
月
近
く
に
わ
た
り
低
密
度
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
分
、
散
布
回
数

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
物
農
薬
の
オ
ン
シ
ツ
ツ
ヤ
コ
バ
チ
剤

（
エ
ン
ス
ト
リ
ッ
プ
、
ト
モ
ノ
ツ
ヤ
コ
バ

チ
Ｅ
Ｆ
）
を
導
入
す
る
際
に
は
、
黄
色
の

粘
着
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
っ
て
施
設
内
の
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
密
度
を
あ
ら
か
じ
め
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
種
も
外
国
か
ら
の
侵
入
害
虫
で
す
が
、

国
内
で
発
生
当
初
（
１
９
８
９
年
）、

タ

バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
呼
ば
れ
、
農
薬
登
録

上
も
こ
の
名
が
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
従
来
か
ら
国
内
で
も
発
生
が
認

め
ら
れ
て
い
た
同
名
の
虫
と
は
薬
剤
に
対

す
る
感
受
性
も
異
な
り
、
本
種
が
カ
ボ
チ

ャ
や
メ
ロ
ン
な
ど
に
寄
生
す
る
と
葉
の
白

化
症
状
（
シ
ル
バ
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
て
い

る
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在

で
は
別
種
と
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
最
近
の
農
薬
登
録
の
際
の
対

象
害
虫
名
に
も
こ
の
名
前
が
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ト
マ
ト
果
実
に
着

色
異
常
を
お
こ
す
の
も
本
種
の
特
徴
で
す
。

■
発
生
生
態

寄
生
す
る
作
物
や
生
態
は
オ
ン
シ
ツ
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
が
、
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
も
よ
く
増

殖
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
よ
り
生
育
適
温
が
や
や
高
め
で
、
施
設

内
で
は
周
年
発
生
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

■
効
果
的
な
薬
剤
防
除

オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
若
干
薬
剤
感

受
性
が
異
な
る
た
め
、
ま
ず
発
生
種
を
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
に
も
適
用
が
あ

り
ま
す
が
、
ピ
リ
プ
ロ
キ
シ
フ
ェ
ン
剤（
ラ

ノ
ー
テ
ー
プ
）
は
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
が
黄
色

に
誘
引
さ
れ
る
性
質
を
利
用
し
た
薬
剤
で

す
。
雌
成
虫
が
薬
剤
を
含
ん
だ
こ
の
テ
ー

プ
剤
に
触
れ
る
と
、
そ
の
後
の
産
卵
さ
れ

る
卵
は
孵
化
し
な
く
な
り
、
防
除
効
果
を

示
し
ま
す
。
畝
に
沿
っ
て
株
上
に
横
断
設

置
す
る
と
、
長
期
間
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
発

生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

セ
ル
リ
ー

シ
ュ
ン
ギ
ク

薬
剤
の
系
統

ト
　
マ
　
ト

ナ
　
　
　
ス

第３表　野菜のマメハモグリバエに登録のある主な殺虫剤と対象作物

アセフェート水和剤 オルトラン ○

チオシクラム水和剤 エビセクト ○

ニテンピラム粒剤 ベストガード ○ ○

エマメクチン安息香酸塩乳剤

ミルベメクチン乳剤

アファーム

コロマイト

○ ○ ○ ○

○

イサエアヒメコバチ剤

イサエアヒメコバチ・ハモグリコマユバチ剤

ハモグリコマユバチ剤

トモノヒメコバチDI

マイネックス

トモノコマユバチDS

○

○

○

シロマジン液剤

フルフェノクスロン乳剤

トリガード

カスケード

○

○ ○ ○

商　品　名薬　剤　名

有
　
機

リ
ン
剤

ネ
オ
ニ
コ
チ

ノ
イ
ド
剤

そ
の
他

生
物
農
薬

昆
虫
成
長
制
御
剤

（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
剤
）

ネ
ラ
イ
ス
ト

キ
シ
ン
剤

（農薬適用一覧表　2000年版より抜粋）

シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

←
ピリプロキシフェンテ
ープ剤設置状況（ポイ
ンセチア）。
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マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
は
世
界
的
な
害
虫

の
ひ
と
つ
で
す
が
、
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ

東
部
や
カ
リ
ブ
諸
国
に
生
息
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
で
は
１
９

９
０
年
、
静
岡
県
の
キ
ク
と
ガ
ー
ベ
ラ
で

初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
侵
入
前
よ
り

多
く
の
殺
虫
剤
に
対
し
抵
抗
性
を
持
っ
て

い
て
、
有
効
な
防
除
薬
剤
が
少
な
く
、
防

除
の
困
難
な
害
虫
で
す
。
最
近
効
果
の
高

い
エ
マ
メ
ク
チ
ン
安
息
香
酸
塩
乳
剤
（
ア

フ
ァ
ー
ム
）
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
薬

剤
が
登
録
と
な
り
ま
し
た
が
（
第
３
表
）、

防
除
を
薬
剤
の
み
に
頼
る
こ
と
は
新
た
な

薬
剤
抵
抗
性
発
達
の
可
能
性
も
あ
り
、
留

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
発
生
生
態

成
虫
は
体
長
２
a
ほ
ど
の
黄
色
の
小
さ

な
ハ
エ
で
す
。
成
虫
は
葉
の
組
織
の
中
に

卵
を
１
個
ず
つ
産
み
付
け
、
葉
の
中
で
孵

化
し
た
幼
虫
は
葉
に
潜
っ
た
ま
ま
組
織
を

食
い
荒
ら
し
ま
す
。
３
齢
に
な
っ
た
幼
虫

は
葉
か
ら
這
い
出
し
、
地
上
に
落
ち
て
褐

色
の
俵
状
の
蛹
と
な
り
ま
す
。

25
℃
条
件
下
で
は
、
卵
か
ら
成
虫
ま
で

の
所
要
日
数
は
17
日
足
ら
ず
で
す
。
10
℃

以
下
に
な
る
と
発
育
が
止
ま
り
ま
す
が
、

比
較
的
低
温
に
強
い
た
め
、
関
東
以
西
で

は
野
外
で
の
越
冬
が
可
能
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
効
果
的
な
薬
剤
防
除

こ
の
虫
の
防
除
は
、
ま
ず
徹
底
し
た
薬

剤
防
除
に
よ
る
の
か
、
土
着
天
敵
（
寄
生

バ
チ
）
の
活
動
を
有
効
に
利
用
す
る
の
か
、

害
虫
管
理
の
選
択
が
迫
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

は
、
中
途
半
端
な
薬
剤
防
除
は
か
え
っ
て

土
着
天
敵
類
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
り
、

リ※
　

サ
ー
ジ
ェ
ン
ス
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。
被
害
が
収
穫
物
に
お
よ
ぶ

セ
ル
リ
ー
や
シ
ュ
ン
ギ
ク
な
ど
は
別
と
し

て
、
薬
剤
防
除
は
極
力
控
え
る
の
が
得
策

で
し
ょ
う
。
ま
た
ト
マ
ト
で
は
、
土
着
天

敵
の
発
生
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
生
物
農

薬
の
イ
サ
エ
ア
ヒ
メ
コ
バ
チ
剤
（
ト
モ
ノ

ヒ
メ
コ
バ
チ
Ｄ
Ｉ
）
な
ど
を
使
用
す
る
の

も
有
効
で
す
。

虫
の
生
活
の
全
期
間
、
ま
た
は
一
時
期

を
土
壌
中
あ
る
い
は
土
壌
の
表
面
で
過
ご

し
、
作
物
の
地
下
部
は
も
ち
ろ
ん
、
地
上

部
に
加
害
あ
る
い
は
損
傷
を
与
え
る
害
虫

を
総
称
し
て
土
壌
害
虫
と
言
い
ま
す
。
野

菜
で
問
題
と
な
る
の
は
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
、

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
、
ネ
キ
リ
ム
シ
類
、

セ
ン
チ
ュ
ウ
類
な
ど
で
す
。
被
害
が
直
接

収
穫
物
に
お
よ
ぶ
根
菜
類
や
イ
モ
類
な
ど

で
は
極
め
て
重
要
で
す
。

■
発
生
生
態

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
は
イ
チ
ゴ
や
カ
ン
シ
ョ
、

ラ
ッ
カ
セ
イ
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
で
被
害
が

多
く
、
加
害
は
主
に
幼
虫
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
イ
チ
ゴ
で
は
成
虫
も
地
上
部
を
食

害
し
ま
す
。
主
要
な
加
害
種
は
ド
ウ
ガ
ネ

ブ
イ
ブ
イ
、
ヒ
メ
コ
ガ
ネ
な
ど
で
す
が
、

作
物
や
地
域
に
よ
っ
て
優
占
種
は
様
々
で

す
。
年
１
回
の
発
生
で
す
が
、
通
常
成
虫

の
発
生
は
５
〜
９
月
と
長
期
に
わ
た
り
ま

マ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

土
壌
害
虫

↑マメハモグリバエによる被害（トマト）。

→
マメハモグリバエの
成虫（林直人原図）。

↑

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
の
幼
虫
に
よ
る
カ
ン
シ
ョ
の
被
害
。

※リサージェンス…本来、駆除する必要のないもの（天敵類）が薬剤によって減少し、かえって害虫
類が増加してしまうこと。本シリーズ15（2000年６月号）でも触れています。

（6）

（7）
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す
。キ

ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
は
、
成
虫
は
ダ
イ

コ
ン
や
カ
ブ
な
ど
の
葉
を
、
幼
虫
は
根
部

を
加
害
し
ま
す
。
年
に
数
回
発
生
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
特
に
夏
作
（
５
〜
６
月
ま
き
）

で
の
発
生
が
多
い
害
虫
で
す
。

ネ
キ
リ
ム
シ
は
カ
ブ
ラ
ヤ
ガ
、
タ
マ
ナ

ヤ
ガ
（
り
ん
翅
目
）
な
ど
の
幼
虫
の
こ
と

で
す
が
、
定
植
間
も
な
い
キ
ャ
ベ
ツ
や
ハ

ク
サ
イ
な
ど
の
株
元
を
食
害
し
、
株
を
枯

死
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
発
生
個
体
数
は
少

な
く
て
も
与
え
る
被
害
は
甚
大
で
す
。

野
菜
類
を
加
害
す
る
主
な
セ
ン
チ
ュ
ウ

は
、
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
、
ネ
グ
サ
レ
セ

ン
チ
ュ
ウ
、
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
な
ど
で

す
が
、
根
菜
類
に
限
ら
ず
多
く
の
作
物
に

寄
生
し
て
生
育
を
阻
害
し
、
発
生
が
多
い

と
株
を
枯
死
さ
せ
ま
す
。

■
効
果
的
な
薬
剤
防
除

防
除
は
、
粒
剤
な
ど
に
よ
る
作
付
け
前

土
壌
混
和
処
理
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
コ

ガ
ネ
ム
シ
類
や
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
な
ど

は
栽
培
期
間
中
、
次
々
と
虫
の
飛
来
が
あ

る
た
め
、
薬
剤
の
効
果
が
な
く
な
り
、
ど

う
し
て
も
栽
培
後
半
に
加
害
を
受
け
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
に
対
し

て
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
剤

（
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
）
は
、
薬
剤
成
分
を
マ

イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
内
に
閉
じ
こ
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
薬
剤
成
分
を
土
壌
中
に
徐
々
に

放
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

長
期
残
効
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
に
は
テ
フ
ル
ト
リ

ン
粒
剤
（
フ
ォ
ー
ス
）
や
ピ
ラ
ク
ロ
ホ
ス

粒
剤
（
ボ
ル
テ
ー
ジ
）
な
ど
を
播
種
前
に

土
壌
混
和
処
理
し
ま
す
が
、
生
育
期
間
中

に
成
虫
の
飛
来
が
多
い
場
合
に
は
ア
セ
タ

ミ
プ
リ
ド
水
溶
剤
（
モ
ス
ピ
ラ
ン
）
な
ど

を
散
布
し
ま
す
。

ネ
キ
リ
ム
シ
は
、
同
じ
土
壌
害
虫
と
い

っ
て
も
あ
ま
り
深
く
は
潜
っ
て
い
な
い
た

め
、
粒
剤
は
極
め
て
浅
く
（
深
さ
５
b
ほ

ど
）
土
壌
混
和
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
は
、
近
ご
ろ
生

物
農
薬
と
し
て
パ
ス
ツ
ー
リ
ア
ペ
ネ
ト
ラ

ン
ス
水
和
剤
（
パ
ス
ト
リ
ア
）
が
果
菜
類

に
つ
い
て
登
録
と
な
り
ま
し
た
。
本
剤
は

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
天
敵
微
生
物
を
製

剤
化
し
た
も
の
で
す
が
、
処
理
後
、
密
度

抑
制
効
果
を
現
す
ま
で
何
作
か
経
過
す
る

必
要
が
あ
る
な
ど
、
速
効
性
は
期
待
で
き

な
い
も
の
の
、
化
学
農
薬
と
の
併
用
も
可

能
（
た
だ
し
、
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
・
臭
化

メ
チ
ル
は
悪
影
響
が
あ
る
）
な
た
め
、
今

後
の
使
用
方
法
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

※土壌線虫に関しては、タキイ種苗より出版の「土壌線虫の話」西澤務監修で詳しく解説されています。

→
キスジノミハムシの幼
虫によるダイコンの被
害（林直人原図）。

↓ネキリムシ（カブラヤガ）
による被害（ハクサイ）。

←
キスジノミハムシの成虫
（林直人原図）。

←
パスツーリア菌に寄生さ
れたサツマイモネコブセ
ンチュウの２期幼虫。
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環境に影響をおよぼすと考えられているものに
ついてマイナス面ばかりが先行しがちだが、使
用者がルールにのっとって上手に使えば安全で
有効に利用できる。

※ご愛読いただきました「農薬の上手な使い方」は今回が最終回と
なります。長い間ありがとうございました（編集部）。

ご注文は直売部まで
●送料　１冊 380円、２～４冊 550円、５冊以上 660円
●ご注文の際は「送料」をご加算ください。
●表示価格は消費税込みの価格です。 ●友の会員割引はできません。
★ご注文の際は必ず「申込番号」をご記入ください。

・・・・・タキイの・・・・・

農業参考書
▼ ▼ ▼

▼▼▼

Ｂ５判・カラー39頁・本文61頁／各
種の生育障害の症状を示し、その見
立て方と対策を解説した農業人必携
の書！

① カラー版

症状から見た
野菜の生育障害診断
加藤　徹監修 定価 1,130円

申込
番号 43-050-02

Ｂ５判・117頁／代表的な線虫群の
形態的特徴・生態から防除法一般ま
でを、豊富な写真・図版、研究デー
タを用いて平易に解説。

⑩ カラー版

土壌線虫の話
西澤　務監修 定価 1,550円

申込
番号 43-050-10

Ｂ５判・カラー50頁・本文74頁／作
物の生育に必要な各種要素の欠乏症
や過剰症について、620枚以上のカラ
ー写真で説明。

④ カラー版

野菜の要素欠乏と
過剰症
渡辺和彦監修 定価 1,340円

申込
番号 43-050-04

Ｂ５判／11作目について、診断と対
策を150枚以上のカラー写真で解説。
付録・農薬の安全使用基準省力防除
の一覧表。

③ カラー版
改訂版
施設野菜の病害対策
田中　寛監修 定価 1,030円

申込
番号 43-050-03

Ｂ５判・オールカラー183頁・カラー
写真750枚余／診断の要点や病原菌
の生態を詳述。付録・野菜病害防除
の共通事項。

⑤ カラー版
改訂版
野菜病害の診断技術
木曽　皓監修 定価 1,750円

申込
番号 43-050-05

Ｂ５判・オールカラー・本文91頁／
カラー写真と顕微鏡写真で、各種病
原菌の特性や生態、発病条件などを
詳しく解説。

⑦ カラー版
改訂版
病原菌の生態からみた
野菜の病害防除
木曽　皓監修 定価 1,550円

申込
番号 43-050-07

Ａ４判・オールカラー 128 頁／豊富
なカラー写真とイラスト、研究デー
タを用いて、病原菌の種類別に、土
壌病害の発生のしくみとその防除法
を各論として体系的に、平易に解説
した好著。既刊「土壌病害の発生生
態と防除」（総論）と対になる、今まで
にない画期的な農業従事者必携の書。

野菜の土壌病害
その発生のしくみと防ぎ方
駒田　旦監修 定価 2,100円

申込
番号 43-050-01

Ｂ５判・総頁205頁（内カラー60頁）・
カラー写真500枚以上／わかりやす
い文体で詳しく解説した害虫防除の
決定版！

⑥ カラー版
改訂版
野菜の害虫防除対策
木村　裕監修 定価 1,750円

申込
番号 43-050-06

Ｂ５判・オールカラー・本文95頁／
航空写真を含む120枚以上のカラー
写真で土壌病害の種類や発生のしく
み、防除対策を解説。

⑧ カラー版
改訂版
土壌病害の
発生生態と防除
駒田　旦監修 定価 1,550円

申込
番号 43-050-08

Ｂ５判・オールカラー213頁／経験
豊かな筆者が、約400枚のカラー写
真を用いてわかりやすく説明した病
害虫予防の決定版！

⑨ カラー版
改訂版
野菜病害虫の
作型別防除ごよみ
長井雄治監修 定価 2,000円

申込
番号 43-050-09

大好評！

※②「野菜の土壌病害」（神納 淨

監修）は絶版になりました。

以
上
24
回
に
わ
た
り
連
載
し
て
き
ま
し
た
本
シ
リ

ー
ズ
も
、
今
回
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
多
少
な
り
と
も
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
か
。
昨
今
、
人
の
健
康
や
環
境
に
影
響
を

お
よ
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
物
質

に
対
す
る
風
当
た
り
は
強
く
、
農
薬
に
つ
い
て
も
マ

イ
ナ
ス
面
の
み
が
強
調
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

し
か
し
作
物
、
特
に
野
菜
の
生
産
に
は
農
薬
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
解
説
し
、
直
接
生
産
に

当
た
る
農
家
の
皆
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
菜
園
な

ど
で
野
菜
を
栽
培
す
る
場
合
で
も
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
農
薬
を
使
用
す
れ
ば
安
全
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

き
ま
し
た
。

現
在
登
録
さ
れ
市
販
さ
れ
て
い
る
農
薬
は
、
前
世

紀
の
半
ば
以
前
に
使
用
さ
れ
た
農
薬
に
比
べ
る
と
、

効
果
や
安
全
性
は
格
段
に
改
善
・
進
歩
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
理
解
し
な
い
で
化
学
農
薬
を
敵
視
し
、

ま
た
使
用
を
減
ら
す
こ
と
だ
け
を
強
調
し
、
病
害
虫

に
よ
る
被
害
を
大
き
く
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
講
座
を
通
じ
て
、
読
者
の
皆
さ

ん
が
農
薬
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
ル
ー
ル
に
の
っ

と
っ
て
安
心
し
て
農
薬
を
使
用
し
、
安
全
で
豊
か
な

農
作
物
を
生
産
す
る
一
助
と
な
れ
ば
、
筆
者
に
と
っ

て
も
望
外
の
幸
せ
で
す
。


